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ラマ教寺院があった O その数は、 7か所の
大召寺、 8か所の小召寺、 72か所の小さな
廟であった O 従って、フフホトは「召城j
だと誉め讃えられる O 民間に 17大召(寺)、




























いる o (表 1) 
大召寺の年中行事(表 1) 
行事の日取り 活動の内容
1 )~ 8 Iヨ"'1月 15日 祈願大法会 午前、
午後 経を認する
1月 14日 午前 パリンを送る
活動
1月 15Iヨ 午前 i涼{ム 跳鬼
寺廟の周囲を@る




5月 13日 午前 オボ祭り
6)~ 8日"'6月 15Iヨ 大法会
午前、午後 経を踊
する
6月 14日 午後 バリンを送る
活動
6月 15Iヨ 午前 H京仏 跳鬼
寺j布のj詩簡を回る

























































































































































































































































ω: 00~11 : 30 供養物を準備する
11 : 30 ~ 14 : 30 自由時間
14: 30~15: 00 銅鐸を叩く
15 : 00~16 : 00 六字真言を請し宝瓶の中に
マニ丹を入れる




18 : 30~ 19 : 30 仏殿のj君臨を回る
19 : 30~20 : 30 六字真言を請する 交替で
食事する(ラマ僧が半分残る)
20 : 30~3 : 30 六字真言を諦する(ラマ僧
が4人残り、他のラマ僧は休む)
8月15日"-'8月20日
03 : 30~06 : 30 「熔依経Jr三緊経Jr機'1毎
経Jr三世経Jr喝茶経Jrマニ経Jr千手千
眼鏡音経Jr六字真言j等の順番で議する
06 : 30~08 : 30 交替で休憩し、食事する
(ラマ僧が10人残る)





14: 30~18: 30 「帰依経Jr三緊経Jr'織悔
経Jr三世経Jr喝茶経Jrマニ経Jr千手千
限観音経Jr六字真言j等の)1貢番で認する
18 : 30~ 19 : 30 仏殿の居間を居る
19 : 30~20 : 30 六字真言を請する 交替で
食事する(ラマ僧が半分残る)














03 : 30--06 : 30 「帰依経Jr三緊経Jr'機悔
経Jr三世経Jr喝茶経Jrマニ経Jr千手千
設観音経Jr六字真言J等の}頓番で諦する
06 : 30~08 : 30 交替で休憩し、食事する
(ラマ僧が10人残る)
08 : 30~ 12 : 00 「帰依経Jrご緊経Jr卑憾
経Jr三世経Jr喝茶経Jrマニ経Jr千手千
限観音経Jr六字真言」等の)1真番で議する
12 : 00~14: 30 交替で休憩し、食事する
(ラマ僧が10人残る)
14 : 30~15 : 30 マニ宝瓶をもって仏殿の馬
閣を回る j 
15 : 30~16 : 30 ラマ僧と信者にマニ丹を一
包ずつ配る























































































1942 : 20J という内容を記述している O ここ
にある「ウリルj とは、マニ丹のことであ


















































は、 4万元ほどの収入があった O 以上の内
容から、マニ法会に参加する信者が多くな
ってきたことが表われている D
2010年 8月に調査したマニ法会の現状と
1995年から2004年までのマニ法会と比べて、
内容には根本的な変化がないが、法会の情
景と雰毘気が変わってきた。例えば、 2004年
以前は、マニ法会に参加するラマ僧が60人
程震で、信者がラマ僧より多い。 深夜に信
者がラマ僧と一緒に六字真言を請し、信者
の声がラマ館より大きいと感じていた O 現
在は、ラマ僧が120人になって、 2004年の 2
倍に増えた O しかし、信者は10人しかいな
かった O 深夜にラマ借と六字真言を認する
信者は一人もいなかった O 旅行者が多くな
って、マニ法会に参加する信者が減少して、
信者からの布施も減少している D この減少
の原因は、現在の内モンゴルのラマ寺院の
観光化である O 大召寺の入場料が2004年以前
と比べて 3倍に高騰し、信者やさらには関
係者の入場の規制が強化され、寺院と-殺
の人々の距離が遠くなったことが原因であ
るO さらに、現在の内モンゴルでは、ラマ
僧に対し、「お金持ちJr知識やマナーが低
ぃjという否定的な見方が広がっているこ
とも背景にはある。これらの事から、現在
においては、マニ法会に参加する信者が減
少しているという現状がある O
しかし、一方では、大召寺に対し、多額
の布施を行う裕福な信者が増加している現
状もある O 大容寺においては、このような
多額の布施を行った信者の倍人の仏像を殿
内で供養するなど特別な計らいを行ってい
る現状である。このような個人の仏像が6000
体ほど存在している(写真20、21)0
このように大召寺におけるマニ法会だけ
を見ても、内モンゴルにおけーる信仰の変遷
が見られる O 今後も、内モンゴルにおける
ラマ教の信仰の変遷を調べ、そこから、現
在の社会や経済的な流れの中で、ラマ教が
どのような発展を目指すべきか考えて行き
たい。
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